
　
十
月
三
日

　
午
前
中
、
原
稿
書
き
。
仲
々
グ
ン
グ
ン
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
が
そ
れ

な
り
に
や
っ
て
い
る
。
十
二
時
過
研
究
室
。
良
い
秋
日
和
だ
。
技
術
と
歴
史

研
究
会
の
月
例
テ
ー
マ
を
難
波
さ
ん
は
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
が
最
先
端
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
こ
れ
迄
の
建
築
の
歴
史
と
は
違
う
目
的
の
為
に
使
わ
れ
て
い

る
事
例
等
を
リ
サ
ー
チ
し
て
ゆ
く
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
十
三
時
Ｔ
Ｖ
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
・
ル
ー
カ
ス
来
室
。
長
期
に
わ
た
っ
た
取
材
の
成
果
は
十
一
月

三
日
に
放
映
と
な
っ
た
。
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
関
係
来
客
。
遅
い
昼
食
を
甲
州

屋
で
。
学
生
時
代
か
ら
の
附
合
い
だ
っ
た
甲
州
屋
ソ
バ
店
が
突
然
十
月
四
日

閉
店
と
の
事
。
昼
食
は
ど
う
な
る
の
か
。
甲
州
屋
の
オ
ヤ
ジ
の
見
舞
い
に
行

く
べ
き
か
。
十
五
時
設
計
製
図
。
十
九
時
前
修
了
。
二
件
打
ち
合
わ
せ
二
十

二
時
修
了
。
空
腹
の
極
み
。

　
十
月
四
日

　
十
時
指
扇
朝
山
邸
現
場
。
群
馬
の
森
田
兼
次
、
大
工
、
配
島
工
業
ス
タ
ッ

フ
と
打
ち
合
わ
せ
。
そ
の
後
前
橋
へ
。
森
田
左
官
工
業
に
て
伊
豆
の
長
八
美

術
館
の
お
色
直
し
打
ち
合
わ
せ
等
。
夕
方
、
ル
ー
カ
ス
の
車
で
世
田
谷
ま
で

送
っ
て
も
ら
う
。
朝
山
邸
の
仕
上
げ
は
大
変
そ
う
だ
。
森
田
さ
ん
、
大
工
さ

ん
の
力
に
頼
る
し
か
な
い
。
無
理
を
承
知
で
始
め
た
事
だ
が
、
無
理
を
通
し

て
、
実
現
す
る
の
に
は
異
常
な
努
力
が
必
要
な
の
だ
。
小
さ
な
現
場
で
陣
頭

指
揮
も
辛
い
け
れ
ど
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
森
田
の
オ
ヤ
ジ
に
も
、
ア
ト
二
つ

位
、
良
い
仕
事
を
作
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
。
職
人
は
や
っ
ぱ
り
良
い
仕
事
が

あ
っ
て
、
生
き
生
き
す
る
か
ら
ね
。

　
前
日
本
左
官
業
組
合
連
合
会
長
の
森
田
兼
次
、
会
長
当
時
は
ま
だ
ス
レ
ス

レ
に
日
本
の
職
人
達
は
元
気
で
あ
っ
た
が
、
今
は
ど
う
か
、
す
で
に
私
も
良

く
は
実
体
を
知
ら
ぬ
。

　
十
月
五
日
　
日
曜
日�

　
午
後
遅
く
研
究
室
。
図
面
チ
ェ
ッ
ク
、
書
庫
ス
ケ
ッ
チ
。
四
名
程
在
室
。

休
日
の
大
学
は
本
当
に
良
い
環
境
で
仕
事
が
は
か
ど
る
。
十
七
時
四
十
五
分

発
。
十
八
時
過
六
本
木
国
際
文
化
会
館
へ
。
栄
久
庵
憲
司
さ
ん
、
伊
藤
隆
道

さ
ん
等
と
、
日
本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
。
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
館
長
若
宮
さ
ん
。
ソ
タ
マ
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
芸
術
工
芸

大
学
長
等
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
三
〇
名
程
を
迎
え
て
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
。
二
〇
時
過
一
足
お
先
に
失
礼
す
る
。
こ
の
会
や
数
々
の
催
し
、

展
覧
会
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、

日
本
側
に
ど
ん
な
具
体
的
な
利
が
あ
る
の
か
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ

こ
を
少
し
ば
か
り
明
確
に
し
な
い
と
、
企
業
か
ら
の
こ
れ
以
上
の
協
賛
は
得

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
長
く
続
け
て
ゆ
く
の
に
は
少
し
組
織
の
改
良
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　
十
月
六
日

　
曇
天
の
朝
。
昨
夜
は
家
族
会
議
で
世
田
谷
村
の
改
修
に
つ
い
て
話
し
合
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
延
期
。
主
に
未
完
の
洗
面
所
、
風
呂
場
、
そ
し
て
三
階

寝
室
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
。
オ
フ
ク
ロ
が
本
格
的
に
村
に
移
住
し
て
く

る
為
に
、
彼
女
の
気
に
入
ら
な
い
と
こ
ろ
を
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
仏

壇
の
ス
ペ
ー
ス
も
作
ら
な
く
て
は
。
人
が
一
人
動
く
と
家
は
変
わ
る
。
十
時

指
扇
、
朝
山
邸
現
場
。
諏
訪
の
角
大
製
材
所
の
オ
ヤ
ジ
と
若
い
大
工
、
そ
し

て
配
島
工
業
の
七
三
才
の
大
工
と
若
い
大
工
、
土
工
事
の
人
間
が
現
場
へ
集
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ま
る
。
十
八
時
前
ま
で
現
場
で
立
ち
通
し
。
屋
根
工
事
を
み
た
り
、
ブ
レ
ス

入
レ
を
見
た
り
。
し
か
し
職
人
は
よ
く
働
く
。
一
日
で
か
な
り
の
仕
事
を
仕

上
げ
て
、
諏
訪
の
二
人
は
帰
っ
た
。
十
九
時
過
研
究
室
に
戻
る
。
若
干
の
打

ち
合
わ
せ
も
集
中
で
き
ず
。
二
十
二
時
過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
「
Ｍ
ｅ
ｍ

ｏ
」
の
原
稿
、
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
書
く
。
今
回
は
キ
ル
テ
ィ
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、

３
Ｄ
フ
ェ
イ
ズ
人
工
衛
星
の
事
か
ら
入
っ
た
。
再
び
途
中
、
遅
い
夕
食
を
と

り
、
今
朝
の
家
族
会
議
の
続
き
。
家
族
全
員
よ
り
再
び
吊
し
上
げ
ら
れ
る
。

深
夜
二
時
過
、
よ
う
や
く
原
稿
書
き
上
げ
る
。

　
十
月
七
日

　
昨
夜
は
遅
く
迄
原
稿
書
い
て
、
頭
が
疲
れ
て
良
く
眠
れ
な
か
っ
た
。
七
時

半
起
床
。
午
前
中
は
ボ
ー
ッ
と
し
て
過
ご
す
。
十
二
時
半
過
内
閣
府
。
十
四

時
終
了
。
終
了
後
麹
町
の
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
遅
い
昼
食
と
打
合
わ
せ
。

十
六
時
前
研
究
室
に
戻
る
。
十
七
時
配
島
工
業
来
室
。
十
七
時
四
〇
分
。
河

野
鉄
工
来
室
。

　
沖
縄
の
計
画
を
具
体
的
に
デ
ィ
テ
ー
ル
迄
つ
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
段
階
に

な
っ
て
き
た
。
上
海
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
の
関
係
も
整
合
さ
せ
得
る
可
能
性

が
あ
る
。
生
命
と
環
境
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
総
合
的
に
提
示
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
す
る
。
正
念
場
の
一
つ
だ
な
。
夜
、
原
稿
書
き
。
早
く
書
き
終
え

て
、
ス
ケ
ッ
チ
で
遊
び
た
い
。
と
り
あ
え
ず
十
二
時
四
〇
分
、
一
年
遅
れ
の

原
稿
を
書
き
終
え
る
。
木
材
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
苦
し
ん
だ
。

　
十
月
八
日

　
七
時
起
床
。
昨
夜
の
原
稿
を
読
み
直
す
。
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
は
な
い
が

マ
ア
、
良
い
か
。
八
時
四
十
分
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、
ロ
ビ
ー
。
総
勢
十
五

名
程
の
日
フ
ィ
ン
協
会
員
を
連
れ
て
、
一
日
の
建
築
ツ
ア
ー
。
午
前
中
は
小

金
井
の
江
戸
東
京
建
物
園
。
早
稲
田
の
歴
史
研
の
卒
業
生
の
学
芸
員
米
山
君

が
キ
チ
ン
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
私
も
初
め
て
の
訪
問
で
為
に
な
っ
た
。
昼

食
は
園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
弁
当
。
午
後
原
宿
へ
。
原
宿
ス
タ
イ
ル
の
ビ
ル

の
数
々
を
見
学
。
皆
、
プ
ラ
ダ
に
関
心
が
あ
る
よ
う
だ
。
私
も
今
回
、
室
内

の
「
目
ざ
わ
り
デ
ザ
イ
ン
」
で
、
書
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
取
材
を
兼
ね

て
見
学
。
そ
の
後
、
松
屋
デ
パ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
六
〇
〇

回
記
念
展
へ
。
伊
藤
隆
道
先
生
出
迎
え
。
十
七
時
迄
。
銀
座
ラ
イ
オ
ン
・
ビ

ア
ホ
ー
ル
で
夕
食
。
新
宿
へ
戻
る
。
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
帰
着
二
〇
時
三
十

分
。
只
今
二
〇
時
五
〇
分
新
宿
発
京
王
線
車
中
に
居
る
。

　
今
日
の
建
築
ツ
ア
ー
は
良
く
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
今
、

話
題
の
原
宿
ス
タ
イ
ル
の
建
築
は
全
く
感
心
で
き
な
い
。
建
築
家
は
心
性
と

し
て
、
い
つ
も
時
代
と
寝
る
の
が
世
の
常
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
解
っ
た
上
で

も
、
こ
の
表
れ
方
は
極
め
て
危
な
い
。

　
建
築
家
は
皆
、
多
分
、
自
分
か
ら
欲
し
て
こ
の
潮
流
に
身
を
投
じ
て
い
る

の
だ
が
、
全
て
失
敗
し
て
い
る
。
多
分
、
失
敗
し
て
い
る
事
も
自
覚
で
き
て

い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
感
覚
が
完
全
に
欠
如
し
て
い
る
。
帝
冠
様
式
、

八
鉱
一
宇
の
考
え
は
誰
で
も
今
は
Ｎ
Ｏ
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
原
宿
ス
タ
イ

ル
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
単
純
な
現
れ
だ
と
は
誰
も
言
わ
ぬ
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
と
す
れ
ば
問
題
は
ま
だ
曖
昧
の
ま
ま
に
据
え
て
い
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
表
象
だ
と
、
明
快
に
、

あ
ま
り
に
も
明
快
に
示
現
さ
れ
て
い
る
事
実
を
介
す
れ
ば
、
原
宿
で
ブ
ラ
ン

ド
メ
ー
キ
ン
グ
の
消
費
的
片
棒
か
つ
ぎ
を
し
て
い
る
建
築
家
は
全
て
あ
る
種

の
資
本
市
場
の
世
界
的
拡
張
の
戦
争
加
担
者
な
の
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
を
、

は
っ
き
り
指
摘
し
た
い
と
思
う
。
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